






















































































































































































































































































































































































































































































































































































1990年のものだが、一貫して変化がない。妙光寺と東長寺では 2 位と 3 位が逆であるが、妙光
寺も 3 位までの属性は順位が入れ替わって推移している［井上2003：229-233］。
（ 7 ）埼玉県熊谷市・見性院（曹洞宗・橋本英樹住職）




3 ～ 5 倍になったという。マスメデアに取り上げられ、各地で「送骨」を受け付ける寺が現
れ、ネット上では全国の永代供養墓と繋いだ「送骨納骨ネット」までできている。
（ 9 ）現在、妙光寺も檀家制度をとらず、檀徒・信徒制にしている。
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